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脇元岩木山神社大祭で行われた「丸

太切り大会」に参加した子どもたち。

秋晴れのもと、会場で繰り広げられ

る「丸太切り」に大きな歓声が響き、

勝負が決まるとさらに大きな拍手が送

られていました。
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広報しうろ (2)

P■ 市浦村総合防災訓練 実施を

一

九
月
一
日
の
防
災
の
日
に
あ
わ
せ
、

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
日
本
海
西

方
沖
を
震
源
地
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
七
・
三
の
地
震
が
発
生
、
脇
元

地
区
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と

を
想
定
し
、
同
地
区
を
中
心
に
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
津
波
の
監
視
、
交
通
規

制
、
事
故
車
両
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の

人
命
救
助
、
避
難
、
消
火
訓
練
、
非

常
食
の
試
食
と
災
害
が
発
生
し
た
と

き
迅
速
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
取
り

4

練フ‘オトスケッ訓 ト
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１
１

団地震発生
○午前7時30分、青森県西方沖を震源とするマグ
ニチュード7.3の地震が発生。

回津波薑報発令
○日本海沖で3メートルの大津波が発生する津波
警報発令。消防署員による海面監視

組
み
ま
し
た
。

訓
練
の
最
後
に
は
、
平
成
七
年
に

発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
記
録

ビ
デ
オ
を
上
映
。
参
加
者
一
同
、
防

災
意
識
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
統
監
で
あ
る
、
高
松

村
長
が
「
今
日
の
訓
練
は
、
幸
い
好

天
に
恵
ま
れ
た
が
災
害
は
夜
中
、
台

風
あ
る
い
は
大
雨
と
い
つ
い
か
な
る

時
で
も
や
っ
て
来
る
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
今
回
の
防
災
訓
練
を
少
し
で

も
生
か
し
て
ほ
し
と
と
講
評
を
行

い
ま
し
た
ｃ
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Ⅱ
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’

四対策会議開催 回住民の避難誘導と避難
o役場・関係機関による対策会議を開く。 ○脇元地区住民に避難勧告が出されると同時

に、住民が市浦分校に避難。
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|回現場映像送受信訓練
○脇元漁港付近の海面水位を映像により送信。対策
本部で映像を正確に受信する。



(3)広報f〆うち

回災害対策本部を設置、倒壊家屋からけが人を救助

’
○地震により倒壊した家屋から迅速にけが人を救助。 ○役場内に｢青森県西方沖地震災害対策本部｣を

設置。

癖
11

ノ
グ

ノ

I

、住民によるバケツリレー消火活動と
消防団による中継放水訓練

回交通規制○初期消火を目的に住民によるバケツリレー消火
訓練とポンプ車の中継により行われた放水訓練。 ○交通の混乱回避のため警察官、消防団員に

よる交通規制。

一

囮消火器による消火活動
『
Ⅱ
１
１
１
１

○消火器による正しい消火方法を習得するための訓練。
回すわんの里の避難訓練
○入居者の避難誘導と避難訓練を行う。

|’

鄙さ
く』

－

回事故車両からの救助訓練囮火災により屋
上に取り残さ
れた人を救助

難’
一一

○地震により事故が発生。運転手が事故の衝
撃により意識がなく車両に閉じ込められた
ことを想定して行われた救助訓練。

○屋上に取り残された

2人を救急隊が無事
救助。

囮非常食の試食
○災害による避難所開
設を想定し、非常食
を配布。参加者によ
る試食が行われた。

‐一‐‐ ‐ 二 画
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人

了②家具箒の転倒防止･落下防止
地震の揺れで家具が転倒しないように。家具等

はトメ金などでしっかり固定しておきましょう。

宇目消火糊加備え
“いざという時”のために消火器や消火用水の

ほか、消火に役立つものをふだんから用意し、怖
えておきましょう。

●懐中電灯・消火器を備える。

･ふろには水をはっておく。

●床に飛散したガラスによるケガなどを防ぐため、
厚手のスリッパや運動ぐつなどを用意しておく。

回非常持出品の準備
避難場所での生活に最低限必要な準備をし、ま

た負傷したときに応急手当ができるように準備し
ておきましょう。

非常持出袋などは、いつでも持ち出せる場所に
備えておきましょう。（持ち出しやすい場所に世
いておく）
※非常持ち出し袋には、最低これだけは必要です。

I
、

・印鑑・現金・救急箱④貯金通 帳
e懐中電灯eライター・缶切りeロウソク
･ナイフo手 袋 ・ ぼ 乳 び ん 。 毛布
・食品・ 電 池 ・ 衣 類 ⑬ 水
･防災ずきん・ヘルメットeインスタントラーメン
・ラジオ(FM/AM付）

※その他必要と思われるものを入れておく。
※食品類は、定期的に賞味期限などを確認する。

、

筵
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9”侭稔んの封の 策

彗耆：消防庁ホー凸パージより

9月1日に行われた総合防災訓練で、防災

に対する意識を再認識したところです。

しかし｢災害は忘れた頃にやって来る｡｣といわ

れています｡では、地震などの災害に対し、ふ

だんからの対策はどうすればいいのでしょうか。

ここでは、地震や災害に備える｢ふだんの対策」

｢あなたを守る次の行動｣を紹介します。

防災訓練にさそい合って積極的に参加し、防災行
動力を身につけましょう。

_ふ

丁目家庭の防災会議

十

①大地震のとき、家族があわてずに行動できるよ
うに、ふだんから次のようなことを話し合い、
それぞれの分担を決めておきましょう。

･家の中でどこが一番安全か

･救急医薬品や火気などの点検

･幼児や老人の避難はだれが責任をもつか

･避難場所、避難路はどこにあるか

●避難するとき、だれが何を持ち出すか、非常持出
袋はどこに置くか（置く場所を決めておく）

●昼の場合、夜の場合の家族みんなの分担をはっき
り決めておく

②家族の安否の確認方法を決めておく。

･家族間の連絡方法と地震時におち合う場所をあら
かじめ定めておきましょう。

・地震時に安否情報の取次ぎをしてもらえる親戚、
知人等（遠方に住んでいる人であることが必要）
を決めておきましょう。

●NTT「災害用伝言ダイヤル171」の活用を家族
で決めておきましょう。

回家の補強･ブロック塀
喀どの補強

柱や、土台を点検し、老朽化しているものは、

補強をしておきましょう。また、ブロック塀・石
塀の補強も基準どおりの鉄筋が入っていないとか、
転倒防止の控壁を設けていない塀などは補強して
おきましょう。

一
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割劃蹄蕪咽織鰄蕊凝織黍靭稀動猫 恋地懲這撒蕊
ー

壱 の筵羅

I
空

皿まづ落ち言いて身の安全
を確保弓る

四避難のテクニック
①避難は徒歩で、持ち物は最小限に

①机やテーブルに身をかくす･避難するときは、必ず徒歩で避難し、自動車は使
わないようにしましょう。

･服装は、活動しやすいものにしましょう。

⑨携帯品は、必要品のみにして、背負うようにしま
しょう。

｡揺れを感じたら、まず丈夫な机やテーブルなどの
下に身を隠しましょう。

o座ぶとんなどが身近にあれば、頭部を保護しまし
よっ。

②津波に注意
②非常脱出□の確保

。強い地震（震度4以上）を感じたとき、又は弱い
地震であっても長い時間ゆっくりとした揺れを感
じたときは、直ちに海浜から離れ、急いで高台な
どの安全な場所へ避難しましょう。

・ラジオなどで津波情報をよく聞きましょう。

。揺れを感じたら、玄関などの扉を開けて非常脱出
□を確保しましょう。

③あわてて外へ飛び出さない

③山崩れ、がけ崩れに注意 ・大揺れは1分程度でおさまるので周囲の状況をよ
く確かめ、あわてて外へ飛び出すことなく落ち着
いて行動しましょう。・山ぎわや急傾斜地域では、山崩れ、がけ崩れが起

こりやすいので、自分ですばやく決断し、ただち
に避難しましょう。 人

丁目あわてﾖ冷静に火災を防ぐ↓
【__市浦村實内避難所一寶表一コ

①地震！すばやく火の始末を
村では、災害時の避難所として、次の施設や場所を

定めています。今一度自分の地区の避難所を確認して
おきましょう。

●屋内避難所

●使用中のガス器具、ストーブなどは、すばやく火
を消しましょう。（石油ストーブは｢対震自動消火
装置」のものを使用しましょう｡）

･ガス器具は元栓を締め、電気器具はコンセントを
抜きましょう。収容地区名施 設 名

市浦小專校体育館

市浦中毒校体育館

相内吊議藻錫ど夕一
蟇幹集落センター

，市浦村アトム保言園遊戯室

太田太田公民館（体育館含む）

桂川保健福祉館

磯松磯松公民館

金木高等堂校市浦分校体育館

脇元脇元公民館

老人生がいセンター

十三旱圭云鑪校(体責鼈言む）
計 1 4 ヶ所

榊
一
仰
一
〃
｜
〃
〃
｜
〃
｜
〃
｜
畑
一
削
阿
胴

電話

62-2049

62－2042

62－3751

62－3016

62－2442

62－3163

62－3595

62-3286

62－3593

62－3162

62－2021

62-3594

②火が出たらまず消火を
相内

●万一出火したら、まず消火器などの消火用具でホ
ヤのうちに消し止めましょう。

●大声で隣近所に声をかけ、みんなで協力しあっ
て初期消火に努めましょう。汰

隠
慌
嘩
脇

日狭い路地、塀ぎわ、崖や
川くDIこ近害らぢい

脇 元

一
一
一

″
″
″

十0

丁
一
一
一

62－3101

●狭い路地や塀ぎわは、瓦などが落ちてきたり、ブ
ロック塀やコンクリート塀が倒れてきたりするの
で遠ざかりましょう。

･崖や川くりは地盤

l
のゆるみで崩れや
すくなっている場
合があるので、こ
れらの場所から遠
ざかりましょう。

S屋外避難場所(津波譽報発令時等）

避難場所

金木高等学校市浦分校グラウンド

脇元放牧暘地高台

熊野宮境内

十三山子地区高台（二軒町端の松林）

|日十三小毒校屋上

対象地区

脇元地区

磯松地区

十三地区

対象人員

520人

312人

800人
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敬
老
の
日
に
あ
た
る
、
九
月
十
五

日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
敬
老

会
が
開
催
き
れ
、
七
十
三
歳
以
上
の

対
象
者
百
四
十
五
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

敬
老
会
式
典
で
は
、
主
催
者
の
赤

十
字
奉
仕
団
小
田
桐
恭
一
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
を
兼
ね
参
加
者
に
昔
話
を

披
露
。
引
き
続
き
九
十
歳
に
到
達
し

た
長
寿
者
、
夫
婦
で
米
寿
を
迎
え
た

豊
島
藤
三
郎
さ
ん
、
こ
と
さ
ん
夫
妻

に
県
（
伝
達
）
、
村
か
ら
顕
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

高
松
村
長
が
「
長
寿
番
付
を
見
て

も
明
治
生
ま
れ
の
方
が
二
十
七
人
と

B

平
｡

し
敬
老
会
に
元
気
に
参
加

！
…
一

＃
岸
ｒ
■
０

成
桝
年

識
豊舗

$鐘男爵
、

一雨F■

』

1

I

度
敬
老
会

辮鐸鵠涛噌 戦鐸常辮鎚与溌蟻演塙蝿‘週鵠鐺h鳶磯鐘謨辮輪洪蝋禽 本
当
に
明
治
は
遠
い
時
代
に
な
っ
た

が
、
何
か
目
的
を
持
っ
て
体
を
動
か

す
こ
と
が
健
康
の
秘
け
つ
。
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
楽
し
い
老
後
を
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」
と
、
工
藤
議
長
が
「
人

生
八
十
年
と
い
う
が
、
全
国
に
は
百

歳
以
上
の
方
が
一
万
八
千
人
い
ま
す
。

百
歳
と
い
う
新
し
い
目
標
を
目
指
し

て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
が
繰
り
出

す
唄
や
踊
り
で
、
参
加
者
は
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

噂
§
覧
箪
驚
葬
皐
謬
脅
脅
鳶
螺

鍛
護
ｆ
ｆ
蕃
礎
鷺
葺
警
誓
奪
蕃
零
審
苓
癖

囮90歳 到達者斑
佐藤ノリ（脇元）．成田キミ(脇元）鳶

奈良喜一郎(太田卜山旧。ｼ(脇元)；
白川浅次郎(十三）．佐々木ソマ(磯松）誉川上キセ（磯松）

挫
襲守

囹 88歳以上に到達した夫婦鐵

盤烏藤三郎､こと(十三）〈敬称略>：
為"識痢藍‘紗鶏一聯鵠一購熱蝿頴鵠鈴辮w嫉職.鈴溌灘辮雫景

海浦舗震寿番付東寿平成14年 西矛平成14年9月1日現在

位｜氏名｜世帯主年齢｜生年月日｜ 地区｜位｜氏名｜世帯主｜年齢｜生年月日｜地区
横綱 長治男

繁則
敬太郎

武
小
葛

太田

脇元
脇元

横綱 櫛
伊

引
南

本
市

人
男

元
松

脇
磯

田
寺
西

Ｍ
Ｍ
Ｍ

M.38．10.12

M,38.11．1

97

96

96

38

38

39

５
ｍ
２

別
廻
８

96

96

ソ
リ
タ

ヨ
ソ
ヨ

ワ
ナ

ペ

サ

大関 高松

小田桐
越谷

隆

恭
‘|雷

-'一三
脇元
-'一三

大関 由
キ

キ
ヌ
と

ヤ
イ
せ

一
一
一
一

佐々木
渡 辺

松
リ

本
祐

人
一

相内
脇元

94

94

94

Ｍ
Ｍ
Ｍ

40

40

41

ｍ
ｕ
２

M､40.11.24

M.41.2.1
１
”
３

４
４
９
９

関脇 坂井スム

奈良直美

相坂ちせ
三浦ア子

本人
國利

利雄
京一

-|一三
太田

十三
相内

櫛
豊
大
三

関脇 引
島
性
和

俊則

本人
本人
徳術

脇元

十三

相内
相内

93

92

91

91

１
２
４
４

４
４
４
４

●
●
吾
Ｇ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

９
叩
３
５

７
的
諏
８

リワ

藤三郎

正喜
ク二

２
３
４
４

４
４
４
４

争
Ｇ
●
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

93

91

91

91

２
岨
４
７

釦
１
ｕ
ｌ

小結 秋元

白 川

鈴木
奈良
山田

本人
本人
本人
本人
萬谷勇

脇元
-'一三
脇元
太田
磯松

小結 佐 藤
成 田

佐々木
川 上

本人
本人
芳枝
勝人

M.44

M44

M.45

M.45

M.45

I肋元
脇元
磯松
磯松

スヨ

浅次郎
五郎一
喜一郎
ヨシ

90

90

90

90

90

9.15

12.20

1.17

4．13

7．12

り
み
マ
せ

90

90

90

90

４
５
５
５

４
４
４
４

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

ノ
き
ソ
き

Ⅲ
１
２
４

叩
９
２
焔

’
前頭成田と み

2秋月ソ子
3豊島幸之助
4田中文雄
5和嶋たけ

6有馬卜マ
7 中 山 いよ
8伊藤き江

9三上辰雄
10三上リツ

11笹山（凡ま
12成田つる

1 3三浦竹麿
14蒔田キク
1 5葛西やゑ
1 6三和ツル
17 三 和 八 亜子
18奈良タキ
19奈良嘉市郎
20柏谷チヨ
21太田おみよ

22柏谷六肋
23吉田芳丸
24湯浅なる
25竹谷カナ

本人

本人
心一

義春
本人
本人
ツワ

弘子

本人
本人
善和
本人
本人
本人
本人
忠正
本人
情一
本人
美智雄
昭美

蕊
重夫
信一
本人

I〃元
十三
十三

相内
磯松
脇元
I附元
相内

脇元
相内
脇元
l1%元
相内
十三
脇元
相内
相内
太田
磯松
相内
磯松
相内
相内
-'一三
脇元

癖
２
３
４
５
６
７
８
９
，
皿
哩
過
哩
晦
蝿
万
鴫
廻
加
副
塑
詔
塑
妬

相川ツエ

山 田 佗 一 郎
中村ちせ

蝿倉ちさ
石岡き江

相川ツマ
エ 藤カ ンコ
内藤タヨ

梶浦君子
三和チサ

豊島こと
村元富弥
石井文江
山田ソメ
三上サキ

三浦み江
室和純一
櫛引傳治郎
吉田キ七
秋月きみ
佐藤ミサ
成田つさよ

中井喜世
桑野ミナ
内藤チヤ

唯 士
凸９

９
９
９
９
９
８
８
８
８
８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
６
６

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

三
元
元
元
元
三
内
三
三
内
三
松
川
元
元
内
元
元
三
三
元
元
三
元
三

十
脇
脇
脇
脇
十
相
十
十
相
十
磯
桂
脇
脇
相
脇
脇
十
十
脇
脇
十
脇
十

２
喝
塑
釦
妬
２
羽
１
劃
詣
詔
ｍ
４
３
刎
喝
躯
加
犯
妬
加
詔
１
塑
幻

●
●
■
●
凸
自
●
●
●
早
早
申
●
●
申
■
●
●
●
Ｃ
ゆ
■
■
写
●

叩
３
６
７
８
９
９
加
皿
１
２
３
８
ｍ
、
吃
２
３
３
３
４
５
８
９
ｍ

■
ｅ
●
。
●
■
ｅ
ｐ
Ｇ
■
●
●
。
■
■
■
●
ゆ
●
。
■
●
卓
■
■

元
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

●
巴
申
●
●
・
●
■
ザ
●
岳
・
●
●
●
■
●
■
●
●
。
●
●
●
■

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

9．20

1.19

5．29

7．3

8.17

9．1

9．4

9．30

10.21

11.13

2．19

3．3

3.17

9．28

10．20

12.7

2．1

3．1

3．22

325

4.1

425

7.15

9．20

10.6

89

89

89

89

89

88

88

88

88

88

88

88

88

87

87

87

87

87

87

87

87

87

87

86

86

肥
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

仁

本人
本人

健市
利男
離|||瀞

本人
本人
敏道

藤三郎
本人
本人
本人
セイ子
』企一

本人

本人
本人
セイ子
俊一
本人
本人
金房
忠孝
本人
照男
本人

邦夫
國光



(7)広報しうら

九
月
一
日
、
青
森
市
に
お
い
て
、

第
十
回
市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競
走

大
会
が
県
内
六
十
七
全
市
町
村
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
、
ア
ス
パ
ム
前
か

ら
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
ま

で
の
三
三
・
八
畑
の
八
区
間
を
タ
ス

キ
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

今
大
会
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
四
二

来
年
は
巻
き
返
し
を

第
旧
回
市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競
走
大
会

（
駅
伝
出
場
メ
ン
バ
ー
）

・
一
九
五
町
、
十
区
間
か
ら
距
離
、

区
間
が
縮
小
さ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
が
求

め
ら
れ
る
レ
ー
ス
展
開
に
。
当
村
の

選
手
は
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、

健
闘
及
ば
ず
最
下
位
に
終
わ
り
ま
し

た
。

そ
れ
で
も
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
は

今
大
会
の
成
績
を
糧
と
し
て
、
巻
き

返
し
を
誓
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
い
は
、

す
で
に
来
年
に
向
け
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

第
一
区
ロ
ド
リ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

（
教
育
委
員
会
）

第
二
区
亀
田
淳
哉

（
市
浦
中
三
年
）

▲選手の皆さんお疲れ様でした

小
学
校
の
部
で
は
、
市
浦
野
球
ク

ラ
ブ
が
二
回
戦
、
準
決
勝
と
コ
ー
ル

ド
勝
ち
で
決
勝
へ
勝
ち
進
み
ま
し
た

が
、
金
木
ク
ラ
ブ
に
敗
れ
ま
し
た
。

中
学
校
の
部
で
も
、
市
浦
中
学
校
が

一
回
戦
を
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
決
勝
へ

コ
マ
を
進
め
る
も
、
こ
ち
ら
も
、
金

木
中
学
校
に
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ

ろ
で
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
。

村
内
の
小
、
中
学
校
の
主
な
結
果

九
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
、
第
二
十
七
回
ト

リ
ム
野
球
大
会
（
市
浦
村
教
育
委
員

会
主
催
）
が
、
山
村
広
場
、
市
浦
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
当
村
の
市
浦
中

学
校
、
市
浦
野
球
ク
ラ
ブ
を
含
め
、

近
隣
の
六
市
町
村
か
ら
小
学
校
九
校
、

中
学
校
四
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
中
井
怜
選
手
（
市

浦
小
六
年
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行
い
、
そ
の
後
、
熱
い
戦
い
が
繰
り

第
三
区
笹
山
恵
一

（
笹
山
木
材
）

第
四
区
奈
良
雄
喜

（
陸
上
自
衛
隊
青
森
）

第
五
区
長
利
美
聡

（
市
浦
中
三
年
）

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
勢
は
準
侵
勝
に
お
わ
る

第
刀
回
ト
リ
ム
野
球
大
会

と
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
小
学
校
の
部
｝

▼
二
回
戦

市
浦
ク
焔
１
０
下
前
ク

（
四
回
コ
ー
ル
ド
）

▼
準
決
勝

市
浦
ク
ｍ
Ｉ
２
中
里
ク

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

第
六
区
吉
田
壮
史

（
航
空
自
衛
隊
車
力
）

第
七
区
秋
田
亜
里
美

（
木
造
高
三
年
）

第
八
区
近
藤
祥
平

（
市
浦
中
三
年
）

▼
決
勝

市
浦
ク

金
木
ク

０
０
０
０
０×

０
０
３
３
１

7 0

▲準優勝の市浦中野球部

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

（
市
）
秋
田
兼
祐
・
新
岡
詳
久
ｌ

中
井
怜

（
金
）
鳴
海
ｌ
山
田

一
中
学
校
の
部
一

▼
｜
回
戦

市
浦
中
７
１
０
金
木
南
中

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

▼
決
勝

雌
鮴
榊
哩
叩
叩
叩
叩
皿
而

（
六
回
時
間
切
れ
）

（
金
）
外
崎
Ｉ
野
宮

（
市
）
近
藤
佑
人
ｌ
平
野
邦
和

《
個
人
賞
》

☆
敢
闘
賞

近
藤
佑
人
（
市
浦
中
）

秋
田
兼
祐
（
市
浦
ク
）

★
優
秀
選
手
賞

平
野
邦
和
（
市
浦
中
）

中
井
怜
（
市
浦
ク
）

▲準優勝の市浦野球クラブ



広報しうる (8)

愛
留
美
会
（
黒
川
泰
子
会
長
）
は

九
月
十
二
日
、
す
わ
ん
の
里
に
ア
ル

ミ
製
の
車
椅
子
一
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

愛
留
美
会
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
や
缶

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
プ
ル
タ
ブ
を
こ
ま

め
に
回
収
し
、
そ
の
収
益
金
は
す
べ

て
地
域
に
貢
献
す
る
形
で
村
内
の
施

設
に
ア
ル
ミ
製
の
車
椅
子
を
贈
る
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
寄
贈
で

三
台
目
と
な
り
ま
す
。

▲子どもたちは元気いつぱいに小

馬踊りを披露

灘

九
月
六
日
、
七
日
（
旧
暦
八
月
一

旦
の
二
日
間
脇
元
岩
木
山
神
社
大

祭
（
山
田
正
伸
実
行
委
員
長
）
が
開

催
さ
れ
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

ア
ル
ミ

す
わ
ん
の
里
に
車
椅
子
〈
愛
留
美
３
号
）
を
寄
贈

愛
留
美
会

サ
イ
ギ
、
サ
イ
ギ
で
五
穀
豊
穣

脇
元
岩
木
山
神
社

す
わ
ん
の
里
で
行
わ
れ
た
寄
贈
式

で
は
、
黒
川
会
長
か
ら
入
所
者
の
代

表
に
真
新
し
い
ア
ル
ミ
製
の
車
椅
子

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

黒
川
会
長
は
、
「
車
椅
子
に
号
数

を
付
け
た
の
で
、
今
後
も
愛
留
美
四

号
、
五
号
と
寄
贈
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
愛
留
美
一
号
、
二
号
は
村

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
さ
れ
て
い

前
夜
祭
と
な
っ
た
初
日
は
、
津
軽

神
楽
、
天
龍
風
神
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
、
五
穀
豊
穣
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が

行
わ
れ
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
前
に
は
、

▲登山嚇子とともにもや山を目指
しました

た
く
さ
ん
の
人
手
で
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

旧
暦
の
八
月
一
日
に
あ
た
る
大
祭

二
円
目
に
は
、
小
馬
踊
り
が
磯
松
地

区
か
ら
脇
元
洗
磯
崎
神
社
ま
で
練
り

歩
き
、
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
て

い
ま
し
た
ｃ

朔
日
山
で
は
、
御
幣
や
の
ぼ
り
を

持
っ
た
参
詣
者
が
洗
磯
崎
神
社
を
出

発
。
「
サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
ド
ッ
コ
イ
サ

イ
ギ
」
を
唱
え
な
が
ら
、
も
や
山
を

目
指
し
ま
し
た
。

も
や
山
ふ
も
と
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

登
山
雛
子
を
奉
納
し
、
恒
例
の
丸
太

切
り
大
会
、
歌
謡
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
な
歓
声
や
歌

声
が
会
場
一
杯
に
響
き
渡
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
す
。

▲アルミ制の車イスを寄贈する黒川会長(左）

漁
静
霞
灘
慧
《
〃
朝
境
篭
《
ゞ
ｒ
蒙
鰯
盤
魚
式
、
望
咄
夢
喜
一
ぺ
ｒ
汁
、
厩
《
篭
、

■

,";"g･鶴:,".9,選6!"SmbS12l"溌急:!";tga!鳴醇焔81"；焔3‘嬬艇部,Wg 鰭
、
密
一
穂
漠
馨
溌
心
蕊
争
一
曇
や
猿
蔦
韓
惹
凄
溌
溜
惣
溌
、
蕊
酔
轟
擬

》
噸
侶
幽
臘
一
言
園
一

勤

総
套
到
会
フ
オ
ト
ス
グ
ッ
ヲ
師

輔
。
九
月
八
日
、
秋
晴
れ
の
も
た
・
園
児
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
殉
・ヴ

〆

縛
と
、
ア
ト
ム
保
育
園
運
動
会
を
、
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
詞省

職
．
が
山
村
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

グ鉤
．

涙
午

謬lfと兵.恥.識'5営心..溌号句,．､－－つ”'ザ埜一
～

！
夢，ア、－ 1,¥!'､‐デwIl.･瀞'了声恥．a ‐ 轍'<､争刻』'W'2，－q‘



広報しうち(9)

一

’

屋
川
宥
》
遣
跡
と
は

か
ら
か
わ

遺
跡
は
磯
松
集
落
か
ら
東
側
へ
一

帥
ほ
ど
い
っ
た
ゆ
る
や
か
な
丘
陵
上

に
あ
り
ま
す
。

く
堂
の
ぐ
う
も
や
や
禽

北
に
は
熊
野
宮
や
篭
山
、
東
に
は

唐
川
城
に
挟
ま
れ
、
さ
ら
に
西
を
見

渡
せ
ば
、
磯
松
集
落
や
日
本
海
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
立
地
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
の
分
布
調
査
で
は

多
く
の
竪
穴
住
居
の
凹
み
を
確
認
で

き
た
よ
う
で
す
。

i
l

雨
空
潤
禰
の
狸

し
唐
川
豆
遺
跡
発
掘
調
査

衝
ソ
漕
鴬
剛
の

蔵
文
化査

が
行
わ
れ
る

財一
調
査
の
経
緯

一
調
査
の
成
果

去
る
平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日
、

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
遺
跡
内
で
、

畑
地
造
成
の
た
め
の
土
木
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
権

者
の
御
理
解
と
協
力
を
得
て
、
埋
蔵

文
化
財
保
誰
の
た
め
、
急
き
ょ
発
掘

調
査
を
八
月
五
日
か
ら
八
月
三
十
日

ま
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。た

て
あ
な

調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
の
竪
穴

皿
し
玲
名
２
匹
よ

住
居
が
四
聯
ほ
ど
見
つ
か
り
ま
し
た
。

発
見
さ
れ
た
竪
穴
住
居
は
、
深
さ

三
○
蝿
大
き
さ
は
一
辺
が
四
・
五

ｍ
ほ
ど
の
方
形
を
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
「
竪
穴
住
居
」
と
は
縄
文
時
代

以
来
の
建
築
物
で
、
地
下
に
穴
を
う

が
ち
、
柱
を
添
え
て
屋
根
を
か
け
る

簡
易
な
構
造
で
す
。
し
か
し
、
夏
は

涼
し
く
、
冬
は
保
温
効
果
が
あ
り
一

年
を
通
じ
て
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
住
居
で
す
。

こ
の
住
居
の
な
か
に
は
、
カ
マ
ド

が
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
周
辺
か

り
て
ひ
畢
叩
シ
や

ら
は
煮
炊
き
し
た
際
に
生
じ
た
焼
土

⑯

１
１
１
０
●
Ｉ
１
０
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
１
Ｊ
１
１
９
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ⅱ
６
１
１
１
１
も

０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
４
１
Ｌ

P■

2

三一

や
当
時
使
わ
れ
て
い
た
土
器
が
ま
と
（
）

ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。
（
）

出
土
し
た
土
器
の
年
代
か
ら
、
平
一

安
時
代
後
期
、
十
世
紀
後
半
の
集
落
（
）

だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
今
一

か
ら
お
よ
そ
千
年
前
に
市
浦
に
暮
し
（
）

た
人
々
の
痕
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
》

て
、
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
（
）

今
後
は
当
時
の
人
々
の
生
活
や
生
一

業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
（
）

解
明
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
〈
）（

）

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会
（
）

学
芸
員
榊
原
滋
高
）
（
）（

）
（
）

物
に
は
寿
命
が
あ
り
ま
す
。
自
動

車
の
よ
う
に
法
律
で
定
期
的
に
検
査

し
、
検
査
に
合
格
し
な
い
と
運
転
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

消
火
器
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す
が
、

日
常
使
用
し
て
い
な
い
の
で
忘
れ
が

ち
で
す
。

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
、
お
お
む

ね
八
年
。
消
火
器
の
中
に
貯
蔵
さ
れ

て
い
る
粉
末
薬
剤
は
、
お
お
む
ね
五

年
を
目
安
に
詰
め
替
え
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
火
器
の
設
置
場
所
が
雨
風
に
さ

ら
さ
れ
る
等
、
設
置
条
件
が
悪
い
場

所
で
は
容
器
の
腐
食
、
薬
剤
の
固
化

等
劣
化
が
早
く
な
る
の
で
、
耐
用
年

数
以
内
で
も
破
裂
等
の
事
故
発
生
の

一
消
火
器
鋤
毒
命
は
蒋
年
で
す
〆

《
お
宅
の
鶉
ド
ー
プ
繊
犬
重
夫
で
す
か
？

Ⅱ
，
し
け
■
Ｆ
１
、
ｇ
ｌ

だ
い
ぶ
肌
寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ

を
使
用
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ト
ー
ブ
は
、
使
い
始
め
る
前
に

必
ず
点
検
整
備
を
し
て
下
き
い
。
火

が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、
変
な
臭
い

が
す
る
等
少
し
で
も
異
常
が
あ
っ
た

ら
使
わ
ず
に
専
門
店
に
相
談
し
て
み

て
下
さ
い
。

手
軽
に
移
動
が
で
き
て
便
利
な
ス

ト
ー
ブ
も
あ
り
ま
す
が
火
災
原
因
の

上
位
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
す
る
前
に
は
周
囲
の
整
理
整

頓
と
周
囲
の
カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま
に

近
す
ぎ
な
い
か
。
ま
た
衣
類
や
新
聞

紙
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
そ
ば
に
燃
え
や

１
．
消
火
器
は
す
ぐ
取
り
出
せ
る
場

所
に
あ
り
ま
す
か
。

２
．
消
火
器
に
サ
ビ
、
破
損
等
の
異

常
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

３
．
火
災
（
可
燃
物
）
に
適
し
た
消
火

器
を
瞳
い
て
い
ま
す
か
ｃ

４
．
有
効
期
間
・
耐
用
年
数
を
過
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
。

５
．
そ
の
消
火
器
の
使
用
方
法
が
わ

か
り
ま
す
か
。

★
い
ま
一
度
チ
エ
ッ
ク
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

す
い
物
が
な
い
か
安
全
確
認
を
し
っ

か
り
行
っ
て
か
ら
点
火
す
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

点
火
後
も
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の

上
に
干
す
と
温
ま
っ
た
空
気
が
上
昇

す
る
際
、
洗
濯
物
が
風
に
吹
か
れ
た

よ
う
に
な
り
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
落
ち

た
り
し
て
、
と
て
も
危
険
で
す
の
で
、

暖
房
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
火
を
つ
け
た
ま
ま
で
の
給
汕

は
大
変
危
険
で
す
。
給
油
す
る
前
に

は
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
必
ず
消
し
、
完

全
に
消
え
る
の
を
確
認
し
て
か
ら
給

油
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
腐
食
が
激
し

い
消
火
器
は
思
い
き
っ
て
新
し
い
消

火
器
と
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
チ
エ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

Ｊ

ｊ
Ｊ
－
可
ｄ

判
・
内
合
△

鬮
幟
壁

卜

r

Df

FwK

可ワ

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

消

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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可

柿浦村役場隣,=織は豊かな呈型~」
in青森あすなるホール

～

〃月g日仕）･70日旧）

◎ご牙'｣用のお客様全員に各種割引券･無料券を抽選でフ･レゼント1
入館料2割引券齢入館料ら割引券一ビューティートリートメント割引券他

ド轄舅ゴー 菖mjFｳｲ刻繧ォー ﾖー 無料銅:枚’ノIズIﾉなし〃
_－－－－－－－－-一----.－一.__….一,ノ

利,‘デイ＆ナイトタラソ
1

〃月g日仕)･70日旧）

夜もできます認フ・ラスワントリートメント11

全トリートメントお得なS○%OFF1! ノ~

’茜‘&アクアジムデラックス
ｰ

〃月g旦幽ね:00~
長日寺間の耐久アクアジムです｡間にドイツ式サウナ

アウフグースをはさんで鶴なんと約6○分調動き続けます。
ノー

１
１水中綱引きトーナメント詞

言蒙
戸。

77月70日旧)79:15開始ノ二

毎年'l亘例水中綱引き大舎11男'|虫女'l生鶇子供のS部門！

S人1組でエントリー受付中1豪華賞品もあります1
－－－－－－－－ － － 一 一 一 一 一 一 一 ノ

q★識問い毒絢営_U－う霞luと溌遮館v感｡”砕忽了－7sｱ露■
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平
成
十
四
年
市
浦
村
議
会
第
三
回

定
例
会
は
、
九
月
六
日
か
ら
十
三
日

ま
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
や
各
会
計

の
決
算
な
ど
二
十
四
議
案
を
原
案
ど

お
り
承
認
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算
関
係

・
平
成
十
四
年
度
市
浦
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
ほ
か
五
件
。

◎
追
加
さ
れ
た
主
な
事
業

・
災
害
応
急
対
策
費

三
百
八
十
七
万
六
千
円

・
県
営
相
内
地
区
ほ
場
整
備
負
担
金

追
加

四
百
三
十
三
万
二
千
円

・
県
営
十
三
湊
漁
港
整
備
負
担
金
追

』

議
会
報
黛

協力を
昨年の刑法犯罪認知件数は、約273万6千

件と過去最多を記録しており、犯罪情勢は厳
しさを増しています。
犯人を検挙し、事件を解決するためには、

犯罪捜査に対するみなさんのご理解とご協力
が、従来にも増して必要になっていますので、
次の点を参考に、犯罪に対するご協力をお願
いいたします。

★指名手配被害者の検挙にご協力を！
平成14年8月末現在、全国の警察から指名

手配されている者は、約2,900人に上ってお
'7ます。これらの被疑者は、再び犯行を繰り
返す恐れがあるので、早期に検挙しなければ
なりません。警察では、11月中に全国警察の
総力を挙げて追跡捜査を行うこととし、これ
ら犯罪者の早期検挙を図っているところです。
そのためには、住民の皆さんのご協力がぜひ
とも必要です。

★｢事件かな｣と思ったら迷わず110番を1
事件発生後に、付近の住民のみなさんに聞

込み捜査をすると、「そういえば、あのとき」
といった情報をいただけるのですが、もしそ
のときに110番通報していただけたら確実に
犯人を捕まえることができたということが多々
あります。通報が早ければ早いほど、犯人を
捕まえることができるのです。おかしいなと
思った場合や怪しい人物を見かけたりした場
合には、深夜、早朝を問わず、110番通報を
お願いします。

★犯罪について知っている事は積極的に通報を！
住民の皆さんが不審な車両のナンバーをメ

モし、それを警察に通報していただいたため
に解決することのできた事例もたくさんあり
ます。どんなささいなことでも結構ですので、
ぜひ警察に通報して下さい。

★聞込み捜査にご協力を1
警察では事件が発生したとき、捜査員が住

民のみなさんのお宅を訪問して、犯人や犯罪
についての様々な情報を聞き歩く捜査活動を
行います。あなたの一言が難事件を解決する
重要な鍵となるかもしれません。情報をいた
だいた皆さんにはご迷惑のかからないように
細心の注意を払っております。積極的なご協
力をお願いします。

★被害にあったときは必ず届出を！
「被害額が少ない」「面倒だ」「どうせ捕ま

らない」などの理由で、被害にあわれても届
出をされない方がいます。このような考えは、
結果的には犯人をかばい、助けることになり
ます。犯人の第2、第3の犯行を防ぎ、被害
の拡大を防止するため、勇気を出して馨察に
届け出るようにお願いします。

』

－-一○一◆一口－■一●ー■一色一●一缶一己－争一｡－●－｡一■－甲一・一句一一一●一一一▲ー今一｡一

加

八
百
五
十
万
円

・
健
康
維
持
増
進
事
業

百
二
十
万
円

・
災
害
復
旧
費

千
百
二
十
万
円

・
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
負
担

金
追
加

六
百
八
十
三
万
九
千
円

・
脇
元
公
民
館
屋
根
改
修
等
工
事

百
二
十
万
円

◎
報
告
関
係

・
専
決
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
決
算
認
定
関
係

・
平
成
十
三
年
度
市
浦
村
一
般
会
計

の
決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
ほ
か
七
件

◎
条
例
関
係

’

一■一■－■一凸一℃－守一缶－－－マー令－－－－－今一｡－今一■一叩一e－C一■一由一■一●－■－｡一

・
市
浦
村
庁
舎
建
設
基
金
条
例
の
廃

止
・
市
浦
村
少
子
化
対
策
基
金
条
例
の

廃
止

・
市
浦
村
国
民
年
金
印
紙
基
金
に
関

す
る
条
例
の
廃
止

・
市
浦
村
中
山
間
活
性
化
推
進
事
業

基
金
条
例
の
廃
止

・
市
浦
村
特
定
農
山
村
地
域
活
性
化

支
援
事
業
基
金
条
例
の
制
定

・
市
浦
村
税
条
例
の
一
部
改
正

◎
そ
の
他

・
村
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

・
除
雪
ド
ー
ザ
購
入
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

◎
規
約
関
係

・
青
森
県
市
町
村
退
職
手
当
等
組
合

規
約
の
一
部
変
更

◎
意
見
書
一
件

’

一■－曲一■一由一一■一凸一■一■－由一七一争壺－－－炉■一一一一一P●－－－●一一一弓炉一●F呵炉一炉一日●炉

◎
一
般
質
問

三
和
孝
治
議
員
、
三
和
均
議
員
、

福
井
俊
美
議
員
の
三
氏
が
行
い
、
次

の
こ
と
を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

▼
三
和
孝
治
議
員

①
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

②
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

③
市
浦
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

に
つ
い
て

④
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
状
況
に
つ

い
て

▼
三
和
均
議
員

①
八
月
十
一
日
豪
雨
被
害
に
つ
い
て

②
河
川
の
改
修
に
つ
い
て

③
八
月
の
低
温
、
長
雨
に
つ
い
て

▼
福
井
俊
美
議
員

①
漁
業
振
興
に
つ
い
て

②
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

I

‐
第
一
六
五
回
日
本
商
工

一
会
議
所
珠
算
検
定
合
格
者
‐

，
山
田
千
草
さ
ん

一
級
合
格

＊

ｑや
▼
六
級

例

▼
五
級

巴』
6ざ．

唖

罐
▼
八
級

し

合
格
お
め
ご
と
う
”

６》

－
４I4 ｡

。
■
巴
凸
⑥
企
曲

■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
０
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
ｌ
，
Ⅱ
’
１
１
０
１
日
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｔ
凸
Ｌ
■
■
■
０
■

▼
四
級

▼
一
級

▼
九
級

▼
七
級

捗

恥
愉
岳
●

毎
ヴ
マ

山
田
千
草

〔
市
浦
珠
算
学
院
〕
㈱

Ｇ

山
田
竜
太
郎
＆
。

〔
市
浦
珠
算
学
院
〕

工
藤
あ
卿
／
さ
・

藤
田
崇
洸

〔
市
浦
珠
算
学
院
〕

小
笠
原
希
乃
↑

本
荘
啓

〔
市
浦
珠
算
学
院
〕

藤
田
剛

大
澤
藍
加
‐

白
川
拓
人

〔
市
浦
珠
算
学
院
〕
霞

佐
々
木
愛

村
元
孝
史

〔
市
浦
珠
算
学
院
〕

成
田
拓
弥

工
藤
吏
生

〔
市
浦
珠
算
学
院
〕
‐

●
４
些
僚
や
〆
●
‐
。
Ｆ
”
●

山田千草さん
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１
１

醗捨の開僧こつし'て
一 ＝ 一 一 一 一 曲 一 一 L 一 一

村
で
は
こ
の
た
び
民
生
委
員

二
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

墨五所川原税務署では､年末調整等の説明会を下記の
とおり行います。
なお、本年も定率減税が実施されております。正し

い計算をしていただくためにも、ぜひご出席くださる
ようお願いいたします。

’日時｜開始時間’会場及び対象地区等

ふるさと交流圏民センター
｢オルテンシア」小ホール
五所川原市字幾世森24-15
mL:33-2111

(五所川原市）

ユー

安保静雄さん
11月12日

（火）

10：00

(受付9:30）
’

受
を

|’
委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員
は
、
安

保
静
雄
さ
ん
（
相
内
）
、
櫛
引
智

恵
さ
ん
（
脇
元
）
の
お
二
人
で
す
。

ふるさと交流圏民センター
｢オルテンシア」小ホール
五所川原市字幾世森24-15
m:33-2111

(金木町中里町･市浦村･小泊村･車力村）

11月12日

（火）

13：30

(受付13:00)

※11月13日も同時間･同場所で開催しています。

し説明会についてのお問い合わせ

五所川原税務署法人課(源泉所得担当）丑34-3279

陛扱画夕一ぶれあし|デー ﾉ開削 櫛 引 智 恵 さん

一
一

一
一

一一一 二一ａ座一 也一■』 と一色一

一
一

a竺凸一コ▲_＝一一＝一一一一

金木地域農業改良普及センターでは「もっと身近な
普及センター」を目指し、ふれあいデーを開催します。
盛りだくさんの内容でお待ちしていますので、お気軽
においでください。

噸平成14年11月20日(水)9:00~15:00

睡圃謬耀鍵鰯誘ｾﾝﾀｰ
回圓雲繼欝夷書案譲酔申し込み下さい。

画

老齢基礎年金の綴とげ請求は慎重に

今や日本は、世界有数の長寿国です。人生
80年時代といわれ、老後の生活も非常に長く
なりました。その分、公的年金の重要性はま
すます高くなっています｡
老齢基礎年金は65歳からの受給が原則です

が、60歳から64歳の方でも、希望すれば繰上
げて受給することができます。

しかし、老齢基礎年金を繰上げて受給した
場合、年金を早く貰えるメリットはあるので
すが、反面、65歳から受給するときに比べて、
不利な点もあります。

まず、年金が減額されるということです。
減額される割合は、請求したときの年齢や生
年月日等によって違いますが、昭和16年4月
2日以降に生れた方が60歳から繰上げて受給
する場合は、65歳から受給する場合の30パー
セントが減額になってしまい、この減額率は
生涯変わlﾂません。

次に、厚生年金保険に加入した期間のある
人の場合には、特別支給の老齢厚生年金（定
額部分に限る）が65歳まで支給停止されてし
まいます。その他、万一障害者になった場合
の障害基礎年金や、万一夫が死亡した場合の
寡婦年金が受けられなくなります。

「年金は早くもらいたい」と思われている
方は、これらのこともよく考えなければなりま
せん。

老齢基礎年金の繰上げ請求について、詳し
くは役場住民福祉課(a62-2111)または社
会保険事務所へお問い合わせください。

鷺
間|営農相談･展示コープー’9:00～15:00

④今年の作柄～インターネットまで、役立つ情報を取りそ
ろえてお待ちしています。

|土壌･推厩肥診断コープ－9:00～15:00
・茶碗一杯位の土か堆厩肥をご持参下さい。その場で診断
し、土作りの御相談に応じます。

|卵料理講習会'10‘00～12:00
・先着30名まで。卵1パックお持ち帰りできます。

|農業関係資金の講習会'13:00～14:00
・資金の種類や利用法などをわかりやすく説明します。

脇問い合わせ､串し込み］
■金木地域農業改良普及センター

金木大字金木写菅原378-1丑52－2265

■

|＝窟調復以上､圭麺願副には
| 職…ゴ鯏醐鰻ごヨ

ー届出期限は契約を締結した日刀Iら2週間以内ごヨー

◆取引形態売買、交換など

◆取引の規模市浦村は都市計画区域外の区域とな

'､剥製魁赫騨ご届出に該当。
役場企画財政課冠62－2111(内線19）

6
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市浦村の人口と世帯数平成1410'現在

〆

[寶霧凛皇低賃金改正のお瓢ぢぜ］
』lh幽

隊生徒募集；I 震自衛 生徒平成14年

自衛隊では、平成14年度自衛隊生徒を募集してい

ます。修業年限4年（生徒教育3年終了時に高等学

校の卒業資格を取得）卒業時3等陸・海空曹に昇

任します。給与・手当てを支給されながら教育を受

けられる魅力的な制度です。

【募集要項／応募資格】
･平成15年4月1日現在、15歳以上17歳未満（昭和

61年4月2日から昭和63年4月1日までの間に生

れた者）の男子で中学校卒業者（平成15年度3月

卒業見込みを含む）

◆受付期間

平成14年11月5日㈹から

平成15年1月7日㈹まで（締切日必着）

◆試験期日平成15年1月11日出

◆試験場

受付時又は受験票交付時にお知らせします。

，お問い合わせ

〒037-0046五所川原市栄町34－6

自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務所
窓35-2305

…一一一蜀口－一一一ー一面一一一Wマーー

…爵調時間謂皇sOSF
《効力発生日》平成14年10月1日

1‘－－－－一一=‘一一－－．-.-．△‐ﾛ罫

ただし、次に掲げる賃金は、最低賃金額の算定に

は含まれません。

◆除外賃金(1)精皆勤手当、(2)通勤手当、(3)家族手
当、(4)臨時に支払われる賃金、(5)1ヶ月を超える

期間ごとに支払われる賃金(賞与・期末手当など)、

(6)時間外労働、休日労働に対して支払われる賃金

及び深夜労働に対する割増部分の賃金

※今回の改正から、地域別最低賃金は時間額のみと

なりました。

し照会・相談五所川原労働基準監督署公35-2309
、

可
１
到’

第
イメージ 知らせ

△L_

「活彩あおもり」は、輝くあおもり新時代に向け

て、本県のイメージアップを推進するためのキャッ

チフレーズです。県民の皆さんの、青森県のイメー

ジアップにつながるような、「活彩あおもり」にふさ

わしい活動を募集しています。「活彩あおもりイメー

ジアップ大賞」を目指して、ふるってご応募下さい。

◆賞

・イメージアップ大賞1点(賞状と10万円相当の副賞）
・活彩あおもり推進賞3点(賞状と5万円相当の副賞）
・活彩あおもり特別賞1点(賞状と2万円相当の副賞）

◆応募締切平成14年12月20日倒

し応募・お問い合わせE-mail:bllsI)0@ags.prefaomol･i.jp

青森県文化・スポーツ振興課
a017-734-9206FAXO17-734-8046

、

、

」
Ｂ
ｌ
ｌ
１
Ｊ’

ルマガジン‘
もり1発信！

青森県
｢メルマズ

リメー
あお

訓
献

脚
も

青森県の魅力や旬な情報を電子メールでいち早く

お届けする「メルマガあおもり」が発行されました。

月替わりの素敵な県産品プレゼントもありますので

お気軽にご利用下さい。

ご利用の際は、次のホームページでメールアドレ

スの登録をして下さい。[http:"wwwmail-aomori・ne']
伝お問い合わせ

青森県政策推進室広報担当公017-734-9137
ノ

、 ノ

、〆

一県内の交通事故概況 １
房I鋤電力から翻螺い-鍬篭う職職6噸一一一

青森県交通対策協議会

|’ 最近犬を飼う家庭が増え、犬による検針員の事故

が多くなっています。日頃の管理には十分注意され
ていると思いますが、検針員が正確・安全に検針す

るため愛犬を確実につないでいただくようお願いい

たします。なお、つなぐ場合は、玄関先やメーター

器の下を避けていただければ幸いです。
少お問い合わせ

東北電力㈱五所川原営業所公35-2151 ’()内は前年｡累計は1月から。速報値のため後日変更することがあります。

大字名

相内

桂川

太田

脇 元

磯松

-|－三

計

前月人口

1，171

59

246

509

300

780

3.065

人口

1,164

59

246

511

299

786

3.065

帯数

403

22

84

205

107

264

1.085

発
生

死
者

傷
者

9月中

722件

(736）

7人

(12）

929人

(894）

年累計

6,503件
(6,848）

75人

(80）

8‘252人

(8,661）

死
者
の
状
態

飲酒 運転 によ る死 者

高齢者
～65歳以

の死者
上の人～

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助
かったと思われる人

11

(11）

(;9）
RR

(41ノ

19

(19）

11

(7)
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《普通のかぜとインコIU工コザの違い》[別表1]
昨
年
も
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
、
そ
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
冬
は
、
家
族
み
ん
な
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
で
過
ご

せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
ｃ

健 康普通のカゼ
発病次第に

主な症状舅､のど､気管の症状等

熱あまりない､あっても37度台

悪寒軽い

'体の痛み頭痛等

だるさ あ ま り ない

目の充血|ない
経過わりに長い

ダ ’
一
一
｜
’

No.156

乳
幼
児
の
場
合
、
高
熱
の
為
熱
性

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
く
、
何
度

も
重
な
る
と
〃
脳
症
〃
や
〃
脳
炎
〃
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
は
〃
肺
炎
〃
を
起
こ
し
や

す
く
、
怖
い
の
は
そ
の
肺
炎
に
気
づ

く
の
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

普
通
の
カ
ゼ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

思
い
あ
た
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
早

期
に
受
診
す
る
こ
と
が
良
い
で
し
ょ

ス
ノ
。

ダ

菫
症
に
な
り
や
す
い
人

「
カ
ゼ
」
と
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
の
違
い
（
別
表
１
）

窪重症に怠りや弓い人
lさどん芯人制鬮

1重症に芯唖＃

●高齢者(65歳
●妊産婦

●乳幼児など

一一＝、

一

Nし
（
別
表
２
）

、

【噸服器砿罵姦溌短つ入.D

気管支ぜん息、慢性気管支炎、肺
結核、肺気腫、気管支拡張症、び
まん性汎細気管支炎など

剛臨噸滋蕊認感鐵動灘”,判
うっ血性心不全、弁膜症、狭心症

幅繍の痛気義壱。人…：〆］
慢性腎不全、透析患者、腎移植し
た人

壱I凹
－
１

①
予
防
接
種
を
受
け
る

一
番
確
実
な
方
法
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
「
重
症
に
な

り
や
す
い
人
」
が
い
る
家
庭
で

は
積
極
的
に
受
け
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
（
今
年
は

診
療
所
で
六
十
五
歳
以
上
の

方
の
予
防
接
種
を
一
、
○
○
○

円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
）

②
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る

感
染
に
対
す
る
抵
抗
力
を

落
と
さ
な
い
た
め
に
は
必
要

で
す
。
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
マ
ス
ク
の
利
用
や
入
ご
み
を

避
け
る

④
外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い

手
や
の
ど
を
清
潔
に
す
る

こ
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
と
り

つ
き
に
く
く
す
る
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
吋

』
』

Ⅱ ＝

と’
【‘樵謝姓峨詣礎薮罰葱蓮C箔爽］＝せつル清一一

コひ効ｽ潔2糖尿病、アジソン病など
習果をにう

騒頚管し棚入】|“噌雛剤
、'、"、夕、′、〆、〃、〃、’、夕、’、〃、'、′、夕、〃、'、夕、夕、"'、'．、"、〃、〃、"、ｸ、〃、〃、

村坂一一～一一 － 一 一 一 一 一 一 一 一 へ 一一一
三葛中工宮岩工阿安猪葛佐

元井

清ス嘉和西井藤本間藤萬田股西藤
く 直歩幸廉良真一柳沙洋

藏ムや由

穣干み受竺美饗圭麦雲型王賀鍵三
相小十蟹相八相東十弘中相

松三
内泊三田内戸内京三前里内

－

7094、~〃ーーーー、~"、-＝、~＝ーー、-′、-"
歳歳

｡

、夕、グ、'、夕、夕.、J、グ、夕、〃~、夕、〃、ク、夕、.グー、〃、夕、〆、ダ、グ、夕、夕、グ、夕、夕、〃、_"~、夕､_夕、_夕、ｸ苧、ｸﾞ、〃、〃、

三 三 成 三 工

▼
お
誕
生

ち
ほ

藤
千
歩
（
十
三

ひ
ら
い

和
妃
来
（
相
内
）

は
の
か

田
穂
乃
香
（
相
内
）

し
ゅ
ん
す
吟

和
駿
介
（
相
内
）

も
ひ
〆

和
千
洗
（
相
内
）

▼
ご
結
婚

明規寿大
朗

久晃光純

「
－
お
詫
び
と
訂
正
ｌ
写

九
月
一
日
、
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
脇
元
地
区
の
み
な
ざ
ん
が
積
極

的
に
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
意
識
を

再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
神
戸
市
が
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
体
験
を
通
じ
て
得
た

知
恵
、
ア
イ
デ
ィ
ア
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
五
百
件
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

寄
せ
ら
れ
た
と
か
。

ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
、
冬
の
場
合
非

常
用
持
ち
出
し
品
に
使
い
捨
て
カ
イ

ロ
を
入
れ
て
お
く
と
便
利
（
冬
の
外

は
寒
い
）
、
車
の
ス
ペ
ア
キ
ー
も
非

常
品
に
加
え
て
お
く
と
よ
い
な
ど
。

災
害
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
は
分

り
ま
せ
ん
が
、
家
庭
や
地
域
で
の
備

え
が
あ
れ
ば
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。

（
三
不
）

／

広
報
し
う
ら
８
／
９
月
号
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

十
一
ぺ
ｌ
ジ
の
「
体
協
ボ
ウ

リ
ン
グ
部
が
優
勝
を
報
告
」
の

記
事
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
長
「
棟

方
由
美
さ
ん
」
は
「
新
岡
寿
行

さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
。

⑤
⑧
⑥
③

、

インフルエンザ


